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(Japanese Whale Research Program under Special Permit in the Western North Pacific : JARPN)を
開始した。この調査は 1)系群構造の解明、2)ミンククジラの摂餌生態の解明を目的に 2000
年まで行われた。さらに発展し 2000年からの 2年間の予備調査も含め、第 2期北西太平
洋鯨類捕獲調査(Second Phase of the Japanese Whale Research Program under Special Permit in 





































and Mate BR, 2005)や、熱フロントとナガスクジラ科鯨類の分布の相関を分析した Thomas 
Doniol-Valcroze et al. (2007)がある。ミンククジラの分布特性研究においては、スコットラ
ンド北部マレー湾のミンククジラの分布を複数のリモートセンシングデータを併用した


























































Fig.2-1 沿岸域調査海域（内側の点線; 30海里範囲, 外側の点線; 50海里範囲） 
右図上段: 釧路沖調査海域 母港: 釧路港(42-58.5N 144-21.5E) 




の参加隻数や船自体の変更があったのでその内容を記す(Table.2-1,2-2 Fig.2-2)。  また
これ以降は各調査を略号または短縮した形にて記すこととする。年号、北西太平洋捕獲調
査、調査海域という並びで表記し、例として 2009年第二期北西太平洋鯨類捕獲調査三陸
沖鯨類捕獲調査であれば 09NPCS (09; 年, NPC; 北西太平洋沿岸域鯨類捕獲調査, S; 三陸
















沖にて行われ、第 28大勝丸、第 75幸栄丸の 2船が被災しており調査不参加となった。ま
たこの調査より第 51純友丸が新造船として調査に参加し、第 31純友丸と交代した。もう
1隻、和歌山県太地町より正和丸が参加しこの調査は 3船のみで行われることとなった。








第28大勝丸 47.3 25.53 宮城県鮎川 28T
第75幸栄丸 46.2 25.17 宮城県鮎川 75K
第7勝丸 32.0 19.97 和歌山県太地 7K
第31純友丸 32.0 19.96 千葉県和田浦 31S
正和丸 15.2 15.10 和歌山県太地 SW
第51純友丸 30.0 21.31 千葉県和田浦 51S
第8幸栄丸 32.0 19.96 宮城県鮎川 8K
調査
09NPCS 28T 75K 07K 31S -
09NPCK 28T 75K 07K 31S -
10NPCS 28T 75K 07K 31S -
10NPCK 28T 75K 07K 31S -
11NPCS - - 07K 51S SW
11NPCK 28T 08K 07K 51S -
12NPCS 28T 08K 07K 51S -


























第 28大勝丸 第 75幸栄丸 


















































ぞれ東日本近海、三陸沖、釧路沖と図を作成した。8 日間毎の SST データ、並びに Chl-a
濃度データは 2009年から 2012年まで、春季と秋季の各調査期間の前後まで含めた期間を









































































































※2011年 4月 23日～4月 30日のデータ無し 
 











































調査 全発見数 1グリッド 3グリッド 5グリッド 補完率
09NPCS 111 16 41 70 63%
09NPCK 107 107 107 107 100%
10NPCS 62 22 33 41 66%
10NPCK 127 118 127 127 100%
11NPCS 41 39 40 41 100%
11NPCK 147 140 144 147 100%
12NPCS 97 77 86 92 95%





























調査 全発見数 1グリッド 3グリッド 5グリッド 補完率
09NPCS 111 54 57 63 57%
09NPCK 107 107 107 107 100%
10NPCS 62 42 47 56 90%
10NPCK 127 127 127 127 100%
11NPCS 41 20 34 37 90%
11NPCK 147 134 140 144 98%
12NPCS 97 80 84 87 90%
12NPCK 103 72 78 82 80%
8日間平均Chl-a濃度のデータ数
2.4.4 Chl-a濃度とミンククジラ発見位置の比較 
 8日間平均 Chl-a濃度データについてもデータの処理と行う内容は 8日間平均 SSTと同
じであるが、こちらには現場での記録はないのでリモートセンシングデータのみを参考に
する。8 日間平均 Chl-a 濃度についてもピンポイントではデータ数が足りない年があった
ので 5 グリッド平均でデータを補完し(Table.2-7)、数値を取得するとともに推移分析のた
めに調査範囲、広域の 2種の図を描いて発見位置との相関を探った。 






















赤円; 主要探索範囲 30海里 





































（16回） 4756.1 111群111頭 2.33
2010
4.24-6.7
（27回） 8957.0 62群62頭 0.69
2012
4.13-5.26












































等深線は 0m 50m 100m 200m 400m 600m… 以降 200m毎に表示 
 
 













































水深(m) 09NPCS 10NPCS 12NPCS
0-50 62 (56%) 23 (37%) 66 (68%)
50-200 49 (44%) 39 (63%) 25 (26%)
200-400 0 (0%) 0 (0%) 6 (6%)
400-600 - - -
600-800 - - -
800-1000 - - -





























































※ 0 は努力量はあるが、発見のないこと 
- は努力量もないこと 
Fig.3-3 三陸沖水深帯と発見数の相関 
上段; 水深帯と発見頭数 x軸:水深(m) y軸:発見数(頭) 

















均 SSTを用いて調査範囲内の水温分布の変遷 (Fig.3-5, 3-7, 3-9)と、より広域でのより大
規模な水温変動の様子(Fig.3-6, 3-8, 3-10)を図示する。そしてこの図から、発見位置ごと
に平均水温を抽出した。結果とグラフを Table.3-4と Fig.3-11に示す。 
 これらの図とグラフから、各調査時の水温変動の様子と発見位置の要素が伺える。 
09NPCS においては、調査開始時より仙台湾内で発見が多いが、調査開始前の 4 月上旬









範囲内の 8日平均 SST図でみると、調査後半、5月 9日～5月 16日、5月 17日～5月 24
日の発見のほとんどにデータがなく抽出できていないことがわかる。確認できる水温や
前後の期間の水温から、この 2期間の発見が集中している仙台湾内は 14℃を超えていた
はずであり、データが抽出されていれば Fig.3-4 に現れているように 13℃から 15℃の位
置までピークがあったと思われる。 




見られ、湾付近が 10℃付近まで温まったのは 5月 1日～5月 8日の頃である。仙台湾内
の発見もこの頃に増加していることがわかる。以降仙台湾内が主な発見場所となるが、
その発見数は少ない。 
 12NPCS は他の調査に比べ調査開始日が早く、4 月中旬からの調査となった。4 月 22
日～4月 29日まで仙台湾内は 10℃付近であり、牡鹿半島よりすぐ東側を温かい水塊が通
っていたようだ。この時期まで発見は仙台湾の外に見られるが、あまり発見数は多くな


















































































水温（℃） 09NPCS 10NPCS 12NPCS
0-1 - - -
1-2 - - -
2-3 - - -
3-4 - - -
4-5 - - 0 (0%)
5-6 - 0 (0%) 3 (3%)
6-7 - 2 (3%) 4 (4%)
7-8 0 (0%) 4 (6%) 2 (2%)
8-9 0 (0%) 5 (8%) 1 (1%)
9-10 9 (8%) 9 (15%) 2 (2%)
10-11 19 (17%) 10 (16%) 4 (4%)
11-12 28 (25%) 6 (10%) 18 (19%)
12-13 24 (22%) 10 (16%) 21 (22%)
13-14 23 (21%) 7 (11%) 23 (24%)
14-15 6 (5%) 3 (5%) 16 (16%)
15-16 0 (0%) 4 (7%) 3 (3%)
16-17 - 2 (3%) 0 (0%)
17-18 - 0 (0%) -
18-19 - 0 (0%) -
19-20 - - -
20-21 - - -


















































































上段; 水温と発見頭数 x軸:水温(℃) y軸:発見数(頭) 





3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
5月 9日～5月 16日 5月 17日～5月 24日 
5月 21日調査終了 









3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
5月 9日～5月 16日 5月 17日～5月 24日 
5月 21日調査終了 







3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 










3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 








3月 29日～4月 5日 4月 6日～4月 13日 
4月 13日調査開始 
4月 14日～4月 21日 4月 22日～4月 29日 4月 30日～5月 7日 
5月 8日～5月 15日 5月 16日～5月 23日 5月 23日～5月 31日 
5月 26日調査終了 









3月 29日～4月 5日 4月 6日～4月 13日 
4月 13日調査開始 
4月 14日～4月 21日 4月 22日～4月 29日 4月 30日～5月 7日 
5月 8日～5月 15日 5月 16日～5月 23日 5月 23日～5月 31日 
5月 26日調査終了 


















11～12 58 16 13
12～13 5 1 1



































          ｘ軸: 平均水温 
          ｙ軸: 抽出できた発見数 
29 
 
3.1.4 三陸沖における Chl-a濃度とミンククジラ発見位置の比較 
8日間平均 Chl-a濃度データも水温データと同じように、各調査、各期間のデータをそ






4月 22日の期間に調査範囲南側に見える高濃度な値が見える位置、また 5月 1日～5月




に北上し、4 月終わりから 5 月頭において三陸沖付近で一度渦巻いてブルームが起こっ
ているように観察された。 
















 12NPCSは調査開始前の 4月上旬から特徴ある Chl-a濃度の分布となっていた。3月 29
日～4月 5日の時点ですでにブルームが発生しており、沖合は次の 4月 6日～4月 13日
の時点で減少しているが、仙台湾内含む沿岸域はこの時 Chl-a 濃度が増加している。そ
して調査期間中も仙台湾の沿岸で 5mg/cm3を超える Chl-a 濃度を観測している。ミンク
クジラの発見位置について、4月 22日～4月 29日の期間以降、調査終了まで仙台湾内を

















3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
5月 9日～5月 16日 5月 17日～5月 24日 
5月 21日調査終了 











3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
5月 9日～5月 16日 5月 17日～5月 24日 
5月 21日調査終了 









3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 












3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 24日調査開始 
5月 1日～5月 8日 











3月 29日～4月 5日 4月 6日～4月 13日 
4月 13日調査開始 
4月 14日～4月 21日 4月 22日～4月 29日 4月 30日～5月 7日 
5月 8日～5月 15日 5月 16日～5月 23日 5月 23日～5月 31日 
5月 26日調査終了 












3月 29日～4月 5日 4月 6日～4月 13日 
4月 13日調査開始 
4月 14日～4月 21日 4月 22日～4月 29日 4月 30日～5月 7日 
5月 8日～5月 15日 5月 16日～5月 23日 5月 23日～5月 31日 
5月 26日調査終了 

































0～1 14 9 14
1～2 45 33 13
2～3 2 4 25
















     ｘ軸: 平均 Chl-a濃度 




赤円: 主要探索範囲 30海里 


















（21回） 5136.2 106群107頭 2.08
2010
9.7-10.6
（16回） 4251.6 125群127頭 3.06
2011
9.10-10.30
（22回） 5367.8 143群147頭 2.74
2012
9.9-10.28










































































































































































上段: 水深帯と発見頭数 x軸:水深(m) y軸:発見数(頭) 
下段: 水深帯と相対頻度 x軸:水深(m) y軸:相対頻度(%) 
水深(m) 09NPCK 10NPCK 11NPCK 12NPCK
0-50 0 (0%) 0 (0%) 3 (2%) 2 (2%)
50-200 54 (50%) 81 (64%) 95 (65%) 24 (23%)
200-400 13 (12%) 30 (24%) 21 (14%) 28 (27%)
400-600 12 (11%) 13 (10%) 22 (15%) 21 (20%)
600-800 16 (15%) 1 (1%) 5 (3%) 16 (16%)
800-1000 8 (8%) 0 (0%) 1 (1%) 10 (10%)















 各調査の 8日間平均 SSTとミンククジラ発見位置の変遷を示す。三陸沖調査の結果と同





9月 30日～10月 7日の図までミンククジラの発見は東側に多く、その発見場所が SSTと
関連付けられるような分布への影響は見て取れない。しかし 10月 8日～10月 15日で一気
に調査海域内に東から冷たい水が流れ込んできている。そして発見数が減り、分布の様子





 10NPCKは先に温暖年であると述べてあるが、調査開始前の 8月 29日～9月 5日の時点
で、特に西側沿岸が 22℃を超えるような SSTに覆われていた。9月 6日に調査開始したが
初めの週は天候に恵まれず、9 月 14 日～9 月 21 日から発見がある。この期間の釧路港か
ら南西側の海域で、10NPCK全体の 7割超の発見がなされた。この帯状に広がる集中海域、
また、港から南側にある発見も、付近より水温の低い位置に発見位置があることがわかる。














査開始の 9月 5日～9月 25日、続く 9月 13日～9月 20日では水温が高すぎるためか、ミ
ンククジラの発見は少なく、その位置は高温な部分を避けるように発見があることがわか
























































































































































































上段; 水深帯と発見頭数 x軸:水温(℃) y軸:発見数(頭) 
下段; 水深帯と相対頻度 x軸:水温(℃) y軸:相対頻度(%) 
 
水温(℃) 09NPCK 10NPCK 11NPCK 12NPCK
0-1 - - - -
1-2 - - - -
2-3 - - - -
3-4 - - - -
4-5 - - - -
5-6 - - - -
6-7 - - - -
7-8 - - - -
8-9 - - 0 (0%) -
9-10 0 (0%) - 0 (0%) 0 (0%)
10-11 2 (2%) - 2 (1%) 0 (0%)
11-12 8 (7%) - 5 (3%) 2 (2%)
12-13 6 (6%) - 23 (16%) 5 (5%)
13-14 7 (6%) 0 (0%) 14 (10%) 5 (5%)
14-15 19 (18%) 4 (3%) 27 (19%) 10 (10%)
15-16 26 (24%) 7 (6%) 20 (14%) 3 (3%)
16-17 19 (18%) 13 (10%) 21 (14%) 21 (20%)
17-18 17 (16%) 24 (19%) 24 (16%) 32 (31%)
18-19 3 (3%) 41 (32%) 8 (5%) 12 (12%)
19-20 0 (0%) 27 (21%) 3 (2%) 7 (7%)
20-21 - 11 (9%) 0 (0%) 5 (5%)
21-22 - - - 1 (1%)





8月 29日～9月 5日 
9月 6日～9月 13日 9月 6日調査開始 
9月 14日～9月 21日 
9月 22日～9月 29日 
9月 30日～10月 7日 
10月 8日～10月 15日 
10月 16日～10月 23日 10月 17日調査終了 
10月 24日～10月 31日 
11月 1日～11月 8日 





8月 29日～9月 5日 9月 6日～9月 13日 
9月 6日調査開始 
9月 14日～9月 21日 9月 30日～10月 7日 
10月 8日～10月 15日 10月 16日～10月 23日 
10月 17日調査終了 








8月 29日～9月 5日 
9月 6日～9月 13日 9月 6日調査開始 
9月 14日～9月 21日 
9月 22日～9月 29日 
9月 30日～10月 7日 10月 6日調査終了 
10月 8日～10月 15日 
10月 16日～10月 23日 
10月 24日～10月 31日 
11月 1日～11月 8日 





8月 29日～9月 5日 9月 6日～9月 13日 
9月 7日調査開始 
9月 14日～9月 21日 9月 30日～10月 7日 
10月 6日調査終了 
10月 8日～10月 15日 10月 16日～10月 23日 10月 24日～10月 31日 11月 1日～11月 8日 







8月 29日～9月 5日 
9月 6日～9月 13日 9月 10日調査開始 
9月 14日～9月 21日 
9月 22日～9月 29日 
9月 30日～10月 7日  
10月 8日～10月 15日 
10月 16日～10月 23日 
10月 24日～10月 31日 10月 30日調査終了 
11月 1日～11月 8日 


























8月 29日～9月 5日 9月 6日～9月 13日 
9月 10日調査開始 
9月 14日～9月 21日 9月 30日～10月 7日 
10月 8日～10月 15日 10月 16日～10月 23日 10月 24日～10月 31日 
10月 30日調査終了 
11月 1日～11月 8日 
9月 22日～9月 29日 







8月 28日～9月 4日 
9月 5日～9月 12日 9月 9日調査開始 
9月 13日～9月 20日 
9月 21日～9月 28日 
9月 29日～10月 6日  
10月 7日～10月 14日 
10月 15日～10月 22日 
10月 23日～10月 30日 10月 28日調査終了 
10月 31日～11月 7日 





8月 28日～9月 4日 9月 5日～9月 12日 
9月 9日調査開始 
9月 13日～9月 20日 9月 29日～10月 6日 
10月 7日～10月 14日 10月 15日～10月 22日 10月 23日～10月 30日 
10月 28日調査終了 
10月 31日～11月 7日 






















































































13～14 1 14 7
14～15 1 16 3
15～16 36 25 1
16～17 41 4 33 1
17～18 11 21 7 33
18～19 17 16 1






     ｘ軸: 平均水温(℃) 
     ｙ軸: 抽出できた発見数 
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3.2.4 釧路沖における Chl-a濃度とミンククジラ発見位置の比較 
 8 日間平均 SST 図と同じように、2 種類の図を作成し、そこからデータ抽出を行った
（Fig.3-32～Fig.3-39, Table.3-9, Fig.3-40）。  






次の期間 9月 6日～9月 13日に調査開始されてみるとちょうどこの部分に発見が集中して
いることがわかる。次の 9月 14日～9月 21日の期間もこの西側斜面は Chl-a濃度が周り
より低く、その中にミンククジラが集中している。しかしこの後の 9月 22日～9月 29日
で西側斜面の低 Chl-a 濃度帯が消え、この付近のミンククジラの発見も激減した。調査後
半は東西斜面にまばらに発見があるが、Chl-a濃度との関連は見られない。 




 12NPCKの結果がこの 4回の秋季釧路沖調査の中で一番特徴がある。9月 5日～9月 12
日の釧路港南西側に発見が集中しており、この位置は Chl-a 濃度の低い、隙間のように細
い位置に集中している。さらに次の 9月 13日～9月 20日の図では、30海里範囲の中心付
近に半円型に発見が並んでおり、これが低 Chl-a 濃度の水塊のフロント上に並んでいる。





10月 7日～10月 14日には調査範囲全体で Chl-a濃度が増加し、沿岸域では 10mg/cm^3を
超えるほどであった。ここ期間、その発達した Chl-a 濃度の水塊とのフロント付近にミン
ククジラの発見が多くなった。 
 発見位置から抽出した平均 Chl-a 濃度のグラフを見ると、12NPCK 以外の 3 調査では











8月 29日～9月 5日 
9月 6日～9月 13日 9月 6日調査開始 
9月 14日～9月 21日 
9月 22日～9月 29日 
9月 30日～10月 7日 
10月 8日～10月 15日 
10月 16日～10月 23日 10月 17日調査終了 
10月 24日～10月 31日 
11月 1日～11月 8日 





8月 29日～9月 5日 9月 6日～9月 13日 
9月 6日調査開始 
9月 14日～9月 21日 9月 30日～10月 7日 
10月 8日～10月 15日 10月 16日～10月 23日 
10月 17日調査終了 









8月 29日～9月 5日 
9月 6日～9月 13日 9月 6日調査開始 
9月 14日～9月 21日 
9月 22日～9月 29日 
9月 30日～10月 7日 10月 6日調査終了 
10月 8日～10月 15日 
10月 16日～10月 23日 
10月 24日～10月 31日 
11月 1日～11月 8日 





8月 29日～9月 5日 9月 6日～9月 13日 
9月 7日調査開始 
9月 14日～9月 21日 9月 30日～10月 7日 
10月 6日調査終了 
10月 8日～10月 15日 10月 16日～10月 23日 10月 24日～10月 31日 11月 1日～11月 8日 








8月 29日～9月 5日 
9月 6日～9月 13日 9月 10日調査開始 
9月 14日～9月 21日 
9月 22日～9月 29日 
9月 30日～10月 7日  
10月 8日～10月 15日 
10月 16日～10月 23日 
10月 24日～10月 31日 10月 30日調査終了 
11月 1日～11月 8日 






8月 29日～9月 5日 9月 6日～9月 13日 
9月 10日調査開始 
9月 14日～9月 21日 9月 30日～10月 7日 
10月 8日～10月 15日 10月 16日～10月 23日 10月 24日～10月 31日 
10月 30日調査終了 
11月 1日～11月 8日 








8月 28日～9月 4日 
9月 5日～9月 12日 9月 9日調査開始 
9月 13日～9月 20日 
9月 21日～9月 28日 
9月 29日～10月 6日  
10月 7日～10月 14日 
10月 15日～10月 22日 
10月 23日～10月 30日 10月 28日調査終了 
10月 31日～11月 7日 





8月 28日～9月 4日 9月 5日～9月 12日 
9月 9日調査開始 
9月 13日～9月 20日 9月 29日～10月 6日 
10月 7日～10月 14日 10月 15日～10月 22日 10月 23日～10月 30日 
10月 28日調査終了 
10月 31日～11月 7日 






























09NPCK 10NPCK 11NPCK 12NPCK
0～1 23 63 44 21
1～2 57 54 52 27
2～3 10 7 21 28
3～4 2 0 9 2
4～5 1 2 6 0
5～6 2 0 4 1
6～7 7 0 5 1
7～8 3 1 1 1
8～9 0 1 0





Fig.3-40 釧路沖における平均 Chl-a濃度とデータ抽出数の相関 
     ｘ軸: 平均 Chl-a濃度 





赤円; 主要探索範囲 30海里 
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 研究のシステムの項で述べたが、この 11NPCSは目視採集船が通常 4隻のところ、第 7


























等深線は 0m 50m 100m 200m 400m 600m… 以降 200m毎に表示 

























 現場水温の記録を表とグラフに表す(Table.3-12, Fig.3-44)。 グラフから 5℃～7℃にピー













































































































































水温と発見頭数 x軸:水温(℃) y軸:発見数(頭) 






3月 30日～4月 6日 
4月 7日～4月 14日 
4月 15日～4月 22日 
4月 23日～4月 30日 4月 26日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
5月 9日～5月 16日 
5月 17日～5月 24日 
5月 25日～6月 1日 
6月 2日～6月 9日 6月 9日調査終了 






3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 26日調査開始 
5月 1日～5月 8日 









































































































































3月 30日～4月 6日 
4月 7日～4月 14日 
4月 15日～4月 22日 
4月 23日～4月 30日 4月 26日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
5月 9日～5月 16日 
5月 17日～5月 24日 
5月 25日～6月 1日 
6月 2日～6月 9日 6月 9日調査終了 






3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 
4月 26日調査開始 
5月 1日～5月 8日 
















































3.3.4 春季釧路沖における Chl-a濃度とミンククジラ発見位置の比較 






 以上から、春季釧路沖において、ミンククジラは Chl-a 濃度の低い海域を選択し、また
三陸沖と同じように時間差が確認できた。 
   
Table.3-14 発見位置ごと
の平均 Chl-a濃度抽出 
Fig.3-50 8日間平均 Chl-a濃度と抽出できた発見数の相関 























域における主要餌生物は判明している(Tamura et al., 2004 ;  Kishiro et al., 2010 ; Yasunaga 






ら餌生物について、好適水温、水深、食性の情報を各魚種の論文から知見を得た(児玉, 1995 ; 






























 2011年春季三陸沖の海洋環境を調査範囲付近と広域図の 2種類の SST図と Chl-a濃度図
をそれぞれについて示した(Fig.4-1 ～ Fig.4-4)。 
 来遊予測法に則り、まず広域水温図から表面水温の変遷を読み取ると、2011年春季三陸
沖付近は、4月初頭から冷たい水塊に覆われており、仙台湾内が 10℃付近まで温まってき







 次に Chl-a 濃度図からイカナゴ資源の集中していた海域を予測した。広域水温図で、仙











内に増えていたとすれば、この 5月 1日～5月 8日、5月 9日～5月 16日であることが予

















3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 5月 1日～5月 8日 










3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 5月 1日～5月 8日 








3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15日～4月 22日 4月 23日～4月 30日 5月 1日～5月 8日 










3月 30日～4月 6日 4月 7日～4月 14日 4月 15.日～4月 22日 4月 23.日～4月 30日 5月 1.日～5月 8日 










































 調査において、多大なご協力を頂いた第 75幸栄丸砲手 斉藤秀則氏、第 8幸栄丸砲手 高
橋栄次氏、並びに乗組員の皆様、第 28大勝丸砲手兼船長 阿部孝喜氏、並びに乗組員の皆
様、第 7勝丸砲手 竹内隆士氏、第 31純友丸、第 51純友丸砲手兼船長 亀井達也氏、元船
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